
 

 

SEMI C3.32－0301 
塩素（Cl2），品質 99.996% （仕様） 

 
 
本仕様は，Global Gases Committee で技術的に承認されたもので，North American Gases Committee が直接責任

を負うものである。現版は 2000 年 10 月 17 日に North American Regional Standards Committee にて承認された。

2001 年 1 月にまず www.semi.org で入手可能になり，2001 年 3 月発行に至る。初版は 1987 年発行，前版は 1995
年発行。 

 
1 概要 
ガス状塩素は緑黄色で空気より約 2.5 倍重い。塩素は不快な刺激臭を有する。 

 
2 仕様 
品質：99.996% 
 

不純物 最大許容レベル（ppm） （注 1 参照） 

二酸化炭素（CO2）  10 

一酸化炭素（CO） 1 

クロム（Cr） 0.2 wt，液相 

炭化水素（C1－C2） 1 

鉄（Fe）  0.2 wt，液相 

ニッケル（Ni） 0.2 wt，液相 

窒素（N2） 20 

酸素（O2） 4 

ナトリウム（Na） 1 wt，液相 

水（H2O）（v/v） （注 2 参照） 

上記全不純物 

（クロム，鉄，ニッケル，およびナトリウムを除く） 
36 

 
注 1 : 有効数字の分析は考慮されていない。有効数字は与えられた手順の分析的正確度と精度に基づくものとなる。 
注 2 : Cl2 中に H2O として残るかあるいは他の種に反応するかは知られていない。この理由から，H2O の定量データ

の解釈は疑わしい。テストと受け入れ基準を，サプライヤとユーザの間で決めねばならない。可能な方法は；a)フーリ

エ変換赤外線分光法（FTIR），質量分光法，またはガスクロマトグラフィ：b)P2O5 セル（H2O 等量として報告された）中

の電解による定量；c)FTIR による H2O の定量である。 

 
3 物理的定数（情報目的のみ） 
 メートル単位 US 単位 
分子量 70.9 70.9 
沸点（1 気圧） -34.05°C -29.3°F 
ガスの密度 20°C（68°F），1 気圧 2.980 ㎏/m3 0.1860 lb/ft3 
比重 2.473 2.473 
液体密度（-118°C（180.8°F）） 1574.8 ㎏/m3 98.26 lb/ft3 

 

4 分析手順 
4.1 一酸化炭素，二酸化炭素，および炭化水素

（CH4，C2H2，C2H4，C2H6） － 本手順は塩素中の一酸

化炭素，二酸化炭素，およびC1－C2 炭化水素の定量

のためのものである。気相と炎イオン化検出器/メタナイ

ザの組合せを持ったガスクロマトグラフィを用いて，サ
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ンプルを分析すべきである（図 1 および注 1，2 および

3 参照）。 

4.1.1 検出限界 － 0.1 ppm（モル/モル） 

4.1.2 測定器パラメータ 

4.1.2.1 注入バルブ － 10 ポート耐食性 

4.1.2.2 サンプル量 － 2 mL 

4.1.2.3 カラム： 

カラム 1： Porapak P， 3.1 m（10 ft.）×3.2 mm（1/8 in.）
OD ステンレス鋼もしくは相当品 
カラム 2： Porapak P， 3.1 m×3.2 mm（1/8 in.）OD ス

テンレス鋼もしくは相当品 

4.1.2.4 キャリアフロー － 20 mL/min 窒素 

4.1.2.5 カラム温度 － 40°C 

4.1.2.6 空気と水素圧力および流量 － 測定器製造

者により指定されたものに従う。 

4.1.3 校正標準 － 1～5 ppm（mole/mole）窒素中

の各成分 

4.1.4 操作手順 

4.1.4.1 10 ポートバルブをサンプルロード位置に置

く。 

4.1.4.2 メタナイザのヒーター電源を入れ，水素フロ

ーを作る。装置を操作温度（製造者により指定された）

まで加熱する。 

4.1.4.3 空気フローを確立し，製造者の測定器説明

書に従って，バーナーに点火する。システムを 15 分間

安定化する。 

4.1.4.4 最初のカラムからエタンが溶出して，第二の

カラムに吸収され，塩素がベントできるようになる時間

を測定する。校正エタンスタンダードを注入し，ロード

位置にバルブを戻すことなしに，得られたエタンの保

持時間を記録する。この時間に 0.6 を乗ずる。結果は，

注入バルブがロード位置に戻され，塩素をベントする

ためにバックフラッシュするところの分析中の時間とな

る。エタン校正標準の注入を繰り返し，エタンが第 2 の

カラム上に溶出できるために，十分な時間が経過する

ことを確実にするため，バックフラッシュを含める。 

4.1.4.5 バックフラッシュテクニックを用いて残りのス

タンダードを注入する。保持時間と，ピーク面積を記録

する。 

4.1.4.6 テストするべき塩素サンプルを 4.1.4.5 の場

合と全く同じように分析する。目的の不純物のピーク面

積が 5%以内になるまで，サンプルの注入を繰り返す。 

4.1.4.7 校正標準の各々を 4.1.4.5 におけるように

再び分析する。 

4.1.4.8 校正標準の平均ピーク面積をテストしてい

る塩素サンプルの平均ピーク面積と比較する。下記の

式を用いて，各不純物の濃度を計算する。結果は本ス

タンダードの 2 節の仕様を超えてはならない。 

＝サンプルの濃度

スタンダードの濃度×
積スタンダードピーク面

サンプルピーク面積

 

4.2 酸素および窒素 － 本手順は塩素中の酸素

および窒素の定量のためのものである。サンプルは気

相で，熱伝導検出器を持ったガスクロマトグラフィを使

用して分析するべきである（図 2 および注 1 および 2
参照）。 

4.2.1 検出限界 － 2 ppm（v/v）酸素，5 ppm（v/v）

の窒素。 

4.2.2 測定器パラメータ 

4.2.2.1 注入バルブ － 10 ポート耐食性 

4.2.2.2 サンプル量 － 2 mL。 

4.2.2.3 カラム： 

カラム 1： Porapak Q，1.8 m（6 ft.）×3.2 mm（1/8 in.）
OD ステンレス鋼もしくは相当品。 
カラム 2： モレキュラーシーブ 13X，3.1 m（10 ft.）×

3.2 mm OD ステンレス鋼もしくは相当品。 

4.2.2.4 キャリアフロー － 20 mL/min ヘリウム 

4.2.2.5 温度 

カラム 30°C 
検出器 50°C 

4.2.3 校正標準 － 10～40 ppm（v/v）ヘリウム中の

各成分。 

4.2.4 操作手順 

4.2.4.1 10 ポートバルブをサンプルロード位置にお

く。 

4.2.4.2 スタンダードを注入し，1 分間待ち，それか

ら酸素と窒素を分析カラムに通している間，ベントする

ための主要ガスをバックフラッシュするために，バルブ

をサンプルロード位置に戻す。保持時間とピーク面積

を記録する。 

4.2.4.3 少なくとも 3 回スタンダードを注入する。指

定の不純物に対する全てのピーク面積が 5%以内で

一致しなければならない。 
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